別添　　有害鳥獣捕獲等事業実施時の連絡体制図

	事業名
	

	受託者
	法人等名称

	
	代表者名

	
	事業管理責任者名

	
	住所：

	
	電話：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：


指示
報告
報告
指示


発注者
へ連絡


	発注者：〇〇森林管理署

	昼間
	住所
	

	
	電話
	

	
	FAX
	

	夜間
休日
	次長等
	〇〇〇〇

	
	電話
	

	
	監督職員
	〇〇〇〇

	
	電話
	


	捕獲現場：Ａ地区　　捕獲方法：モバイルカリング

	区分
	氏名
	連絡方法
	備考

	捕獲従事者
	〇〇〇〇
	無線、
衛星携帯(番号)
	現場監督者
監視

	捕獲従事者
	〇〇〇〇
	無線
	

	作業従事者
	〇〇〇〇
	無線
	

	作業従事者
	〇〇〇〇
	無線
	

	作業従事者
	〇〇〇〇
	無線
	

	作業従事者
	〇〇〇〇
	無線、
衛星携帯(番号)
	連絡係



	緊急連絡先
	電話番号

	警察署
	

	消防署
	

	病院
	

	労働基準監督署
	


緊急時
の通報


	捕獲現場：Ｂ地区　　捕獲方法：囲いワナ、くくりワナ

	区分
	氏名
	連絡方法
	備考

	捕獲従事者
	〇〇〇〇
	無線、
衛星携帯(番号)
	現場監督者


	捕獲従事者
	〇〇〇〇
	無線
	

	作業従事者
	〇〇〇〇
	無線
	

	作業従事者
	〇〇〇〇
	無線
	






地元との　調整連絡
地元関係者（機関）
自治体、自治会　等





※１　業務内容にあわせ適宜必要な変更をして利用すること。
※２　適用する捕獲方法ごとに異なる体制を有する場合は、それぞれの体制にあわせた連絡体制図とすること。
※３　連絡体制図には、発注者、法人等の代表者、事業管理責任者、現場監督者、捕獲従事者、作業従事者について、個々の役割と指揮命令系統及び連絡体制を模式的に示すこと。
※４　緊急時の連絡方法として、警察署、消防署、病院、労働基準監督署等への連絡方法、万一事故が発生した場合の被害者の搬送方法等を記載すること。
※５　捕獲等の実施が土日休日の場合の連絡体制についても具体的に記載すること。
